
 

 

 

 

１． 令和５年度決算監査 

令和６年５月２０日（月）午前９時３０分 事務所会議室 

令和５年度業務状況及び決算報告について、下田吉美監事、吉田廣彰監事より監査を受けました。業務状況確認や収支

状況において財務諸表、残高照合、会計帳票などの会計処理が適切に行われている認定を受けました。 

監事からは、ＳＣ事業は高齢者生きがい対策から高齢者生活補填事業に変容しようとしており、そのような状況において 

①未収金の適正管理②リーダー会員の育成③高齢会員への仕事提供（開発）④会員拡大⑤社会状況に応じた受注価格

の設定⑥派遣事業の推進⑦高齢者の生活安定を重視した運営⑧会員とより意思疎通を図り、会員と一体となったＳＣ事業

の推進⑨費用対効果を考慮した収益配分などの意見が付されました。 

「会員のみなさんは引き続き、自主・自立・共働・共助のセンター理念を基に 

① 自らの健康チェック、作業前の安全ミーティング、危険予知の徹底に努めて下さい。 

② 継続した受注や就業拡大のため、シルバーに仕事を頼んで良かったと言われる仕

事を心がけて下さい。 

③ ＳＣ事業に自らが参画し、高齢社会に対応した新規事業の開拓や働き方改革に向

けた取り組みをお願いします。 

 

２． 令和６年度第１回理事会 

令和６年５月２９日（水）午前１０時から橿原市中央公民館３階講座室で開催されま

した。審議された議案は、 

①第１号議案 令和５年度第２次補正（決算前）収支予算②第２号議案 令和５年

度事業報告③第３号議案 令和５年度収支決算報告④第４号議案 監査報告⑧

表彰候補者選考⑥役員補充選任の他、令和６年度定時総会の招集手続きなど９

議案と報告１件です。 

審議の概要は令和５年度第２次補正収支予算書では決算整理のための収支調整を行い、経常収益２７９,３４６千円、経常

費用２７６,２１２千円を決算見込み額とし、当期経常増減額は３,１３４千円となり、正味財産期末残高は２５,６９３千円となる

補正予算が決議されました。 

令和５年度決算概要は、令和５年度末会員数は前年度より８名減少して４８１名となり、会員の平均年齢は７５．２歳、７５歳

以上の会員は２４６名（５１．１％）で、新会員の入会平均年齢も７０．５歳と会員の高年齢化が顕著に現れてきています。 

理事会では、①配分金、材料費、請負契約等について質問がありました。②議事資料の簡素化の意見があった他、決算事

項に関わって会員の高齢化とシルバー事業が本来の生きがい対策から最近の社会経済状

況から生活費補填へと移り変わりつつあり、センターとして当期正味財産約８,０００千円を

就業拡大、会員拡大の事業に活用されたい、また事務所の事務量削減化のデジタル化を

推進し、会員へのデジタル化講習事業に活用すると共に、会員でない市内高齢者も参加で

きる運営とし会員拡大につなげるべきとの意見があり、この意見に付帯して監事からの決

算監査時の運営に対する意見も報告され、議論をかさねていく方向性が確認されました。 
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３．令和６年度 定時総会 

令和６年度６月２７日（木）午前１０時から かしはら

万葉ホール１階において、出席会員４０３名（当日出

席９３名・表決書２４０名・委任状７０名）で開催されま

した。 

総会では、松南宏次理事長の挨拶に続き、会員表

彰が行われ会員１０年以上９１名（代表、森本則夫会員）、役員表彰６名（代表、

松村勝子会員）、特別表彰１名（加茂庚一前理事長）に授与されました。 

 

総会議事では、総会議長に石原田町の森川隆展会員、

議事録署名人に東坊城町の松村勝子会員及び木原町

の中村俊夫会員を選出し、令和５年度事業報告・収支決

算報告・監査報告、役員補充選任の件が議案として審

議され承認されました。（決算概要は、第１回理事会報

告を参照願います。） 

役員補充選任議案では理事に辻本昌弘さんが議決承認を受けました。 

また、報告事案として、令和６年度事業計画及び収支予算が報告されました。 

 

その概要は、令和６年度事業計画及び収支予算書は、シル

バー人材センターを取り巻く環境は、労働力不足が懸念され

るなか、企業に対し７０歳までの雇用が努力義務とされ、会

員の高齢化により一層拍車をかけ、コロナ禍からの脱却に

むけ社会経済が活発に動き出している。このような社会の変

革に対応し、センターの継続的安定的事業運営には、会員

の拡大、就業の拡大に取り組むと共に、高齢者のインターネット利用率の上昇に

合わせ、デジタル化によるセンター業務の効率化に取り組む必要があります。ま

た、高齢者の就業、企業・家庭等の現状を踏まえた様々なニーズに応え、地域の 

活性化に寄与するため、理念である「自主・自立・共働・共助」の実践を運営に活 

     かすことを基本に事業計画の大きな柱は、 

① 組織活動事業（業務のデジタル化推進） 

② 会員拡大の推進（入会説明会での映像の活用と並行してホームページでも入会促進） 

③ 就業機会の拡大 

④ シルバー派遣事業 

⑤ 福祉・家事援助、子育て支援 

⑥ 安全・適正就業対策事業（安全就業ニュースの会員共有化・飛び石対策としてのカルマー刈払機導入） 

⑦ 普及啓発活動の推進 

目的達成のため、会員と役職員が一体となった運営をお願いいたします。 

 

予算規模としては、配分金収入が１８０,６８０千円、受取材料費３０,０００千円、受取事務費２２,９６８千円、派遣事業等受託

収益３,５８０千円介護予防総合事業収益４,９９２千円、受取補助金等３４,６０９千円を計上し、前年度当初予算より８,３０９千

円増額し総額で２７８,４０９千円となり、費用は、支払配分金１８５,０００千円、支払材料費２２,０００千円、その他プロパー職

員の給与費用等を含み経常費用を２７７,４０９千円計上し、当期経常益が１,０００千円となり、正味財産期末残高は２６,６９

３千円となる予算が報告されました。 

総会終了後、臨時理事会が開催され、理事の互選により、常務理事に辻本昌弘理事が選任されました。また理事長からシ

ルバー人材センターの更なる発展に向けた議論を今後進めていくとの提起がされました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年 ７月１日 現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※事務局職員は配属されている係の任務分担だけでなく、相互に協力し、日常業務を行っています。 

 

 

 

 

 

 

２０２４．７～９月 期安全就業標語 

 【 身を守る 保護具をつけて 安全作業 】 

理事会及び事務局組織図のお知らせ 

理事長 

松南 宏次 

副理事長 

枡谷 進 

常務理事 

辻本 昌弘 

事務局長 

岡本 恵美 

事務局長補佐 

川端 剛史 

統括調整員 池畑 嘉晃 

（総務係 岡本事務局長兼務）  （業務１係長 川端補佐兼務） （業務２係長 川端補佐兼務） 

係員：柴 純子    係員：武智 里絵    係員：阿部 真也    嘱託：後藤田 理津子 

臨職：山本 多美   臨職：福田 篤     臨職：中山 君江    臨職：藤井 貴浩 

理事（非常勤） 

宮本 利和 

理事（非常勤） 

丸橋 成行 （臨職） 

理 事 長  松南 宏次 

副理事長  枡谷 進 

常務理事  辻本 昌弘 

理 事  竹森 正廣 

理 事  菅生 重政 

理 事  高木 元治 

理 事  池田 博美 

理 事  安田善次郎 

理 事  牧村 清美 

理 事  宮本 利和 

理 事  藤裏 卓司 

理 事  樋上 圭子 

理   事  丸橋 成行 

理 事  中尾 益子 

理 事  片岡 憲一 

監 事  下田 吉美 

監 事  吉田 廣彰 

【理 事 会】 



 

 

 

 

 

 

高齢世代は、温度に対する感覚が弱くなるため、室内で

も熱中症にかかりやすいといわれています。通常、脳が

暑いと判断すると、体は自律的に皮膚の血流量や汗の量

を増やして、体内の熱を周囲に逃がそうとします。 しか

し、老化が進むとこれらの増加の開始が遅れ、体温上昇

に伴う増加の割合も小さくなります。そのため、若者に比

べて体の熱を周囲に逃がす熱放散能力が低く、深部体温

が上昇しやすくなります。それ以外にも、高齢世代は温度に対する感覚が弱くなって「暑い」と感じにくくなったり、体内の水

分量が減少していたり、のどの渇きを感じにくくなったりすることで、熱中症にかかりやすくなっています。 自分自身も、周

囲にいる人も、熱中症に注意してください！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★お 知 ら せ★  シルバーの日ボランティア活動 

               

令和６年度は 10月１９日 土曜日に実施します 
全国シルバーは、毎年１０月を普及啓発促進月間として全国一斉に啓発活動を展開してい

ます。今年度の活動内容の詳細については会員理事を中心に総務委員

会で協議されています。活動内容が決定しましたら会員皆さんにお知らせ

します。 

２０２４．７～９月 熱中症対策標語 

【 こまめに休憩 水分補給 】 

『シルバー川柳大会』 企画委員よりシルバー会員の皆さんへのお知らせ！

このたび初めて、「シルバー川柳大会」を開催することになりましたので、会員の皆さんへ 

作品を募集いたします。テーマは「シルバー人材センター」です。 

シルバー人材センターは「 生涯現役！ 生きがいづくり ・ 仲間づくり ・ 健康作り ・  

市民貢献 」の団体です！シルバー会員ならではの視点で感動と共感を与えることができ

るユーモアあふれる川柳を募集いたします！川柳（五・七・五）の調べにのせて、一句作っ

てみませんか？同封しております応募用紙に記入頂き、所定の方法でご応募下さい。 

沢山のご応募お待ちしております！  

応募はお一人２句までとします。 応募期限  ８月 ３１日（金）まで！！ 



 



 


